
質 問 回 答 書 
 
件  名  横浜市振り仮名通知発送業務委託                   
 

質 問 回 答 
「水濡れまたははがきを重ねても印

刷箇所がにじまないこと。」とあり

ますが、耐水紙での指定となります

か？印字を UVインクジェットなどに

して滲みにくくするという対応でも

良いでしょうか？ 

指定はしませんが、配達時、配達後

の天候等を考慮し、記載内容が読める

ように配慮してください。 

印字データは CSVファイルとありま

すが、詳細のファイルレイアウトや

文字コードをご教示ください。文字

フォントの指定があればあわせてご

教示ください。また、外字ファイル

のご提供はありますでしょうか。 

文字コードは Unicodeです。ファ

イルレイアウト及び提供する文字フ

ォントは別紙のとおり法務省から示

される条件に準じることを想定して

います。 

どのようなご提供でしょうか？CD、

DVD媒体手渡し提供等 

データを媒体に格納し、手渡しにて

提供します。媒体等の詳細は戸籍情報

システム開発事業者に確認中です。 

手書き対応の記載がありますが、発

生予想件数はおおよそどれくらいで

しょうか。手書き対応が困難な場

合、【１．対応不可外字や桁あふれ

の場合はデータ処理後に対象のリス

トをデータ納品】または【２．対応

不可外字や桁あふれの場合はブラン

クにして圧着済みの製品を別途納

品】とすることは可能でしょうか。 

電算化されていない戸籍が300戸ほ

どあり、対象者は約 1,000人を見込ん

でいます。桁あふれについては、通知

書を印字する際に使用するシステム

等により異なるものと思いますので、

件数は不明です。いずれも受託者側で

対応をお願いします。 

詳細の発送スケジュールの記載があ

りませんが、ご希望の初回局だし日

と最終局だし日はございますか。合

わせて印字データのご提供可能日に

ついてもそれぞれご教示ください。

また、発送ごとに印字データを分け

て御支給いただくことは可能でしょ

うか。 

印字データの提供可能時期、提供方

法などは戸籍情報システム開発事業

者に確認中ですので、現時点でお示し

することは困難ですが、法務省の指示

により、差分を含めて法施行日から概

ね３か月以内にすべての通知書を発

送する必要があります。詳細は契約後

に協議して決定していく予定です。 

通知書発送者データは、区ごとにフ

ァイルを分けて連携いただけますで

しょうか。また、区ごとの現状見込

み通数および発送スケジュール（優

先度の有無等）についてご教示くだ

通知書発送者データは区ごとに分

かれた状態での提供となる見込みで

す。また、区ごとの見込み通数は別紙

の通りです。優先度はありません。 



さい。 

差出郵便局のご指定はございます

か。神奈川県以外の郵便局でもよろ

しいでしょうか。 

差出郵便局の指定はありません。 

はがきに記載する還付先は受託者の

住所でよろしいでしょうか。それと

も横浜市内で設置の私書箱が必要で

しょうか。 

還付先を定める場合は、詐欺等と誤

認されるのを防ぐため、横浜市内とし

てください。私書箱を設置する場合も

同様です。 

ハガキに表示する連絡先（還付先）

は区ごとに異なりますか。 

連絡先及び還付先は、全区共通で

す。 

返戻対象情報ご連携後の通知現物の

ご指定搬送場所（複数であれば個所

数）および配送回数の想定をお示し

ください。また、取り纏め完了後の

一括納品は可能でしょうか。 

通知書の原本の搬送先は、横浜市中

区です。詳細な住所は契約締結後にお

知らせします。また、搬送回数は週１

回程度を想定していますが、返戻数に

より増減することも可能です。協議の

上、適切と判断できる場合は、一括納

品も可とします。 

宛名不明等による返戻回収は発送件

数 150万通のうち、どれくらいの割

合で発生すると想定されているか五

橋授ください。 

３％程度を想定しています。 

どのような場面で他の業者と連携を

とるのでしょうか？ 

主に郵便局を想定しています。 

はがきの仕上がりイメージについ

て、固定印刷の部分は表裏ともに青

１色、可変印字の部分は黒でよろし

いでしょうか。色数をご教示くださ

い。 

色数は３色以上とし、使用する色に

ついては、契約後の協議により決定す

ることとします。 

 

ずらし圧着での製造は可能でしょう

か？ 

可能です。 

１通の通知書に収まりきらない場合

はどういった対処となりますでしょ

うか。 

通知書１通に記載できる人数は最

大４名です。４名以上の場合は別途通

知書を作成します。 

通知書発送は世帯単位の認識であっ

ておりますでしょうか。 

同一戸籍かつ同一住所の人を１単

位とします。世帯ごとではありませ

ん。 

データ上の処理人数＝本籍人数を教

えてください。 

令和６年３月時点の情報は次のと

おりです。 

戸籍数：1,307,914戸 

本籍人口：3,154,778人 

 



１情報（レコード）で１通の通知書を作成します。１通に４名までの記載となることから、同一戸籍、同一住所の家族が４名を超える場合は、
4名単位に通知情報が作成されるところ、この場合は、管理情報の連番が同じで、枝番が連番となります。
仮の振り仮名の通知情報の様式は、以下のとおりです。

別紙【データ項目】



【文字フォントについて】
仮の振り仮名の通知情報は、以下のフォントファイルにより、表示・印刷することを想定して作成されてい
ます。（文字コードはUnicodeを実装）

文字フォントファイル
①koseki.ttf
※IPAmj明朝フォントVer.006.01を202文字コード分、改変し、派生させたフォント。

②moj20240830.ttf
※koseki.ttfにない（約1万）文字をUnicode私用面に割り当て、作成し、法務省が所有するフォント。

③moj20240830.txt
※moj20240830.ttfに実装されている文字コードの一覧。

④フォント・ライセンス契約書.pdf
⑤参考資料
※IPAmj明朝フォント及びその派生フォントの利用時に同梱される参考資料

・IPA_Font_License_Agreement_v1.0.txt
・ipamjm.ttf

※ライセンスについて
通知業務に限り利用することが可能です。
koseki.ttfは、IPAmj明朝フォント※のライセンスを継承することから、IPAmj明朝フォントのライセンスに
ついても従う必要があります。



【通知書発送見込み数】
鶴見区 神奈川区 西区 中区 南区 保土ケ谷区 磯子区 金沢区 港北区

120,749 103,692 53,457 80,022 95,411 89,600 73,854 85,402 131,528

戸塚区 港南区 旭区 緑区 瀬谷区 栄区 泉区 青葉区 都筑区 合計

108,875 90,561 108,617 66,423 55,700 49,694 63,104 102,342 59,075 1,538,106




